
歴史  0 2 中 2  社会 穴埋め こたえ

身分と人々のくらし
名前

月 日

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治

今
日
の
問
い

江戸時代の人々はどのような身分に分けられ、どんなくらしをしていたのだろう。
下線に当てはまる語句を書こう。同じ番号には同じ語句が入る。左の欄の説明もヒントにしよう。

1 武士・百姓・町人 身分と城下町

4 人々を武士・百姓・町人

などに分けて治めるしくみ。

7 大名の城を中心に発達し

た町。武士と町人が住んだ。

江戸時代の社会では、人々は と、 ・ などの身分に分けられた。こ

のしくみを といい、身分はおもに親から子へ受けつがれた。武士は政治を行う支

配の身分で、 を名のることや、刀を差す などの特権をもった。このほかに、天

皇や公家、僧や神官などもいた。

百姓は人口の約85%をしめ、おもに村に住んで農業を営み、年貢を納めて武士のくらしを支

えた。商人や職人である町人は、大名の城を中心に発達した などに住み、商業や手

工業をになった。城下町では、武士は城の近くに、町人は決められた区域に住むというように、身

分によって住む場所が分けられた。

身分 人口のわりあい(江戸時代の末ごろの推計)

百姓 約85%

武士 約7%

町人 約5% 残りの約3%は、公家・僧・神官や差別された人々など

2 村のしくみと差別 村と差別

9 村役人の中心。名主とも

いう。

13 百姓が領主に納めた税。

おもに米で納めた。

14 数戸ずつをまとめ、年貢

や犯罪に連帯責任を負わせた

しくみ。

村では、土地を持つ の中から ( )などの が選ば

れ、村の運営や年貢の取りまとめをまかされた。土地を持たない百姓は と呼ば

れた。 は収穫の4〜5割ほどにもなり、幕府や藩は数戸ずつを にまとめ、

年貢の納入や犯罪の防止に連帯して責任を負わせた。

百姓や町人とは別に、えた身分・ひにん身分とされた人々もいた。これらの人々は、住む場所や

職業、服装などを制限され、ほかの身分の人々から厳しく差別された。それでも、農業を営んで

年貢を納めたり、死んだ牛や馬の処理や皮革業、役人の下での警備などの仕事をになったりし

て、社会を支える役割を果たした。

できた / 14

武士
1

百姓
ひゃくしょう

2

町人
ちょうにん

3

身分制度
4

名字
みょうじ

5

帯刀
たいとう

6

城下町
7

本百姓
ほんびゃくしょう

8

庄屋
9

名主
なぬし

10

村役人
11

水のみ百姓
みず びゃくしょう

12

年貢
13

五人組
14

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

ちりつもドリル
学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販

売はできません。
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